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中国地方発、新イノベーション創出の
道しるべ

ベンチャーラボ
知財マネジメント支援機構（IPMAX）
SFMイノベーションズ
ＣＳＲ総合研究所
スカイスター・ファイナンシャルマネジメント

代表取締役

 
山中 唯義



昭和55年３月 大阪大学工学部石油化学科卒業

昭和55年４月 通商産業省入省同月

 

立地公害局保安課総括係

 

＜石油コンビナート防災、産業地震対策業務を担当＞

昭和57年４月 基礎産業局基礎化学品課石油化学係長＜新素材開発、廃プラスチック問題を担当＞

昭和59年８月 工業技術院総務部研究開発官（太陽エネルギー担当）付専門職＜太陽光発電システム開発、ソーラーシステム開発業務等を担当＞

昭和60年10月
資源エネルギー庁石油部精製課技術班長

 
＜コージェネレーション技術開発、ＡＩ(人工知能)、代替エネルギー、バイオマス技術、メタノール自動車開発等を担当＞

昭和63年７月
基礎産業局アルコール課長補佐（業務班長および生物化学産業課併任）

 
＜植物バイオ、ＤＮＡ（ヒトゲノム）解析、マリンバイオ、生分解性プラスチック開発等バイオテクノロジー開発業務を担当＞

平成２年４月 資源エネルギー庁石油部備蓄課長補佐（総括班長）

平成４年２月 日本輸出入銀行審査部審議役

 

＜企業・銀行・財務分析・経営内容分析・審査業務を担当＞

平成６年７月
新エネルギー･産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）産業技術研究開発部研究開発課長

 
＜通商産業省関連産業技術、環境技術開発、提案公募制度等を担当＞

平成８年６月 環境立地局保安課液化石油ガス保安対策室長

 

＜LPG安全対策業務を担当＞

平成10年４月末
これまでの技術・財務知識、経験を生かすべく通商産業省を退官し、環境経営、技術ビジネス研究に着手、産業･技術評論家として執筆分

 
野、講演分野などに幅広く活動

平成11年3月 わが国Ｒ&Ｄ、研究開発資金の効率化を目指し、わが国初の本格的技術評価会社「株式会社ベンチャーラボ」設立

平成12年6月
技術評価会社「株式会社ベンチャーラボ」とタイアップしたアーリーステージベンチヤー企業への投資育成を特長とするベンチャーキャピタ

 
ル「株式会社スカイスターファイナンシャルマネジメント」を設立

平成18年6月 CSR体制作りに取り組む組織・企業の総合的支援を目的とした「株式会社CSR総合研究所」を設立

平成18年10月 横浜市、大手企業と共に全国初の公民連携の知財支援組織として「株式会社知財マネジメント支援機構（IPMAX）設立

平成19年5月 ワンストップ型産学官-金融連携を目的とした「株式会社SFMイノベーションズ」を設立。今日に至る

山 中

 

唯 義
（やまなか

 

ただよし）

1956年生まれ。1980年大阪大学工学部卒業、通商産業省入省。新素材開発から、

 
省エネルギー技術、バイオテクノロジーまで幅広い分野の技術開発戦略策定や研

 
究支援の実績を積み、日本輸出入銀行出向時には企業財務審査を経験。1998年

 
退官。

株式会社ベンチャーラボ

 

代表取締役

株式会社スカイスターファイナンシャルマネジメント

 

代表取締役

株式会社CSR総合研究所

 

代表取締役

株式会社知財マネジメント支援機構（IPMAX）

 

代表取締役

株式会社SFMイノベーションズ

 

代表取締役

国立大学法人

 

大阪大学客員

 

教授

大阪TLO 大阪大学事業部門長

国立大学法人

 

静岡大学客員

 

教授



㈱ｽｶｲｽﾀｰﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

㈱ベンチャーラボ

㈱ＣＳＲ総合研究所

CSR体制構築
コンサルティング

「働きやすい
病院評価事業」

医工連携支援

産学官連携支援事業継続計画(BCP)
策定・評価

ベンチャーラボグループのビジネス連携体制

Ｖ Ｃ
（ベンチャー

 
ファンド）

教 育
「ＭＯＴ」

Ｖ Ｃ
（かんばれ中小企業

ファンド）

知財人材
活用・育成

ＴＬＯ(技術移転)活動
大学・研究機関
支援活動

ＮＰＯ支援
活動

※事業を独立させる

知財マネジメント人材
教育事業

人材派遣事業
・産学連携部門
・ＴＬＯ部門
・知財関連部門

産学連携事業

ＴＬＯ事業

その他
大学支援事業

㈱ＳＦＭイノベーションズ
<平成19年5月1日設立>

㈱知財マネジメント支援機構
<平成18年10月20日設立>

知財戦略策定支援
＆ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ支援

知財・技術・市場
調査事業

企業内知財
管理・運営体制整備

知的財産活用
（マッチング等）

知財・技術・市場
評価事業

特許・ブランド評価
18,000件

事業再生支援
企 業 力 評 価

技術・事業価値
２，０００件

ビジネスマッチング
２，６００社

地域中小企業連携体づくり

国プロ・各種

 
調査等事業 行政機関・

独立行政法人
公的機関向け

政策・制度・プロジェクト
第三者評価

※SFM100％子会社



（私
 
見）

 
連携型新産業・企業成長イノベーション

• 今が、イノベーション創出と新たな
ビジネスチャンス獲得の絶好機！！（WHY？）

• ベスト・ビジネスパートナー・サポーターを探せ
（WHY？）

• 自力本位制の限界
 

（WHY？）

• 企業知財力獲得の新威力
 
（WHY？）



知財支援
マネージメント

シーズ
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潜在ニーズ 顕在化ニーズ

プレイアー（企業など）



知財意識・取組ステージ

タイプⅠ

 

下請け・受注生産

 型

バイオ

ソフトウェア②：ベンチャー

 
型

一般機械 電機・精密部品加工

タイプⅡ

 

思い込み自社製品保有

 型

タイプⅢ

 

優良・知財活用意欲

 型
タイプⅣ

 

基本特許重視・ベン

 チャー型

化学

ソフトウェア①：受注

 
型

・技術力はあるものの親企業・系列取引の中で、権利

 
化していない、または不利な権利化を強いられている。

・権利化の要否判断ができないため技術を活かしきれ

 
ない。

・コンテンツに生じる権利の保護手段が不明確である。

・権利化はしているが、経営における知

 
財戦略が不明確で、未活用が多い。

・新分野への事業化が図れない。

・知財経営を意識し、社内体制もある程度整備さ

 
れ意欲的に取り組んでいる。

・知財の活用がなかなか進まない。

・基本特許を武器に他社への活用によ

 
り事業展開を図るタイプ。

・ライセンス先がなかなかみつからない。

中小企業の問題点・課題（業種別）

出典：

 

「横浜型知的財産戦略研究会

 

中間報告」

 

より



支
援
企
業

知
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
機
構

協
力
会
社 協力会社：

 

ベンチャーラボ、

その他（調査会社、特許事務所、法律事務所、技術士、中小企業診断士など）

発 注

事

 前

 調

 査

知
的
財
産
診
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 題
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 ）

コ
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サ
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提

 案

 書

知
的
財
産
戦
略
策
定

 

（ロ

 
ー

 ド

 マ

 
ッ

 
プ

 を

 含

 む

 ）

報告書

 
提 出

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

納

 入

支
援
仕
様
書

契

 約

内
容
の
確
認
・評
価

相

 談

ヒ
ア
リ
ン
グ

確

 認

先行技術調査
知財評価

パテントマップ作成
分析

 

など

知
的
財
産
戦
略

 

の
実
施

知的財産戦略策定支援事業フロー



企業に対するヒアリング

戦略的ビジネスパテントマップ作成

活用可能な産業分野の検討絞込み

 知財戦略の立案
最終報告書（ロードマップ等）の作成

関連技術分野における

技術・特許の検索・調査

当該特許の価値評価

企業が保有する特許の検索・調査
【シンプル評価】

 
・権利自体

 
・技術的性格

 
・技術優位性

 
・事業寄与度

 
・事業規模

【パテントマップ】

 
・時系列マップ

 
・要素別マップ

 
・企業別マップ

 
・ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞﾏｯﾌﾟ

 
・ﾎﾟｰﾄﾌｫｰﾘｵ分析

【産業分野の絞込み】

 
【知財戦略策定】

 
【ロードマップ】

○ ベンチャーラボ・IPMAXにおける知財活用成長企業づくり
 

ストラテジー



横浜価値組企業認定事業（評価・格付け）

評価項目 評価の視点

知的財産の創

 
造

①経営における知的財産の位置付

 
け

②知的財産サイクル

③先行技術調査の取組み

知的財産の活

 
用

①知的財産の保有状況

②知的財産の実施化

③知的財産管理

経営体制／

 
経営者の資質

①経営戦略・経営計画

②経営管理・組織

③経営者

製品・サービス

①優位性

②技術力･運営体制

③生産・サービス体制

販売・営業力／

 
資金関係

①販促・営業活動

②営業体制・人材

③資金計画

④資金調達・資金繰り

0

1

2

3

4

5

知的財産の創造

知的財産の活用

経営体制／経営者の資質製品・サービス

販売・営業力／資金関係

価値組企業格付け：

AA

格付け有効期間

 

平成19年9月1日

 

～

 

平成20年8月31

 
日

横浜価値組企業評価結果

＜総合評価レーダーチャート＞



◆

 
企業情報共有および

マッチング戦略検討を議論

発掘した有望技術

 
等保有企業による

 
プレゼンテーション

ベンチャーラボ・マッチングナビゲータ合同会議ベンチャーラボ・マッチングナビゲータ合同会議



横浜価値組企業認定事業（概要）



行政
ベンチャーラボ

金

 融

資金

ｽｶｲｽﾀｰﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（SFM）

SFMｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｽﾞ

支援機関 ベンチャー
中小企業

金融機関

大学

ＳＦＭ・ベンチャーラボグループ産学官ー金融事業展開図

・知財本部・TLO支援
・ポスドク対策
・大学発ベンチャー支援

・大阪TLOサポート
・北九州TLOサポート

・大阪大学
・神戸大学
・奈良先端大学院大学
・鳥取大学
・九州工業大学

・国
・都道府県
・政令指定都市

・政策立案サポート
・行政受託調査事業実施
・補助金審査サポート
・ベンチャー、中小企業評価・格付け
・ビジネスマッチング事業支援
・公設試サポート事業

・VEC
・地域支援中小企業センター
・商工会議所等

・知財マネジメント支援
・ビジネスマッチング
・R&D支援（補助金申請サポート

・成長性評価・格付け
・ビジネスマッチング・サポート
・ベンチャーファンド設立
・目利き研修

・都市銀行
・地方銀行
・信用金庫



官公庁

 

自治体

 

大学

 

大手企業

○経営者コミュニケーションスキル能力（対金融、対顧客）
○経営・ビジネス情報収集・発信感覚・獲得能力
○事業計画策定能力
○月次決算・資金繰り表の作成能力
○月次経営会議の運営能力
○知財戦略（パテントマップ作成）能力
○メンターなど応援団の獲得能力

会社運営の七つ道具

知財支援
マネージメント

試作支援 販路拡大支援
ビジネスマッチング
マーケティング

資金支援
銀行融資

ＶＣ（第三者割当増資）
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補助金各種
コンサル
Ｒ＆Ｄ支援
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